
長崎・野母半島

パワースポット発信塾

 
 

－ －71



塾長 ●● ●● 

塾塾長長  中中村村  奈奈美美  

■■ 塾塾長長ココメメンントト ■■

私達の長崎・野母半島パワースポット発信

塾は、出島ができる前から長崎市南部にある

奥深い歴史や貴重な文化財、食や伝統工芸品

と自然等、沢山の魅力があることを伝え長崎

に興味を持ってもらいたいと考えています。 

首都圏から情報発信することで、長崎を長

崎市街地のみではなく半島ぐるりと広範囲に

捉え、観光の選択肢に含めて長崎を楽しんで

ほしく、東京拠点で活動しています。メンバ

ーは、主に東京在住者と国内外に移住経験の

ある長崎在住の有志が集まっています。 

長崎半島をあえて、「長崎・野母半島」と

表現し、先人たちが築き守り続けてきた貴重

な場所を、県外のみならず、長崎市民にさえ

知られていないままで、埋もれたまま風化し

そうな場所をずっと守ってほしく、「パワー

スポット」とわかりやすく注目させています。 

初年度は、「長崎・野母半島」の観光スポ

ットを洗い出し、情報を整理し、パンフレッ

トを製作しました。２年目にあたる今年度は、

それらの素材をもとに、新たな観光地として

認知度をあげるため、スポット紹介と観光業

者へ商品化の採用に企画提案、物産品紹介に

動きました。この一年を振り返ると活動範囲

が、かなり拡がり、とても忙しかったです。 

塾生は、全員本業もあるなかでの活動のた

め、準備、調整からイベントにと、とても大

変ななか、本当に良く頑張ってくれたと思い

ます。手探りで動きだし、途中で何度も躓き

ながらも、多くの方が応援し支えてくれ、無

事に終えることができました。本当に皆さま

には感謝しかありません。多忙な一年でした

が、動けば動くだけ、嬉しい出会いや学び、

次に繋がるきっかけを得る機会も多く、達成

感や楽しさが何倍もありました。また活動に

よる効果も徐々に現れました。実にとても嬉

しい声を得る機会が多くあった一年間でした。 

後述しますが、『長崎』という地名は、日

本中のうち独特のブランド力があります。そ

のうえ長崎・野母半島には、歴史的にも自然

も奥深く興味をひく未開拓の魅力があります。

それらを整理し、紹介することで、興味を沸

がせることができ、定番の観光ルートに新た

な魅力を繋げられる可能性も実感しており、

活動に自信を持てるようになりました。 

一方で、未開拓ゆえに現地の受入体制が未

整備のため多くの課題もまだまだあります。

可能性を伸ばす為には、東京でキャッチする

ことを私達が地元へダイレクトに伝え、同時

に地元の事情や動向もくみ取り、それらを加

味し、各方面の皆さまと協力しあいながら、

好ましい方向へ地元長崎が動きだすきっかけ

の一助となれれば、私たち塾は嬉しく思いま

す。長崎観光を半島全域の広範囲に楽しんで

もらうことで長崎ファンが増え何度も楽しん

でくれることで、やがて長崎市全体の活性化

に繋がることを期待し、これからも活動して

いきたいと思います。それには私たちだけで

はなく、多くの人に感謝しつつ、協力の輪を

繋げていきたいと考えています。

■■ 塾塾のの目目的的 ■■

長崎野母崎パワースポット（長崎・野母半
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島）を新たな長崎観光地として知ってもらう。

そして、将来的には長崎観光の一つとして、

実際に足を踏み入れてもらう事を目的として

います。 

これには、先ず、二つの柱を目標として動

きました。一つ目は、長崎・野母半島として

観光の商品化推進。もう一つは、もともとあ

る物産品の掘り起し、新商品開発へ繋がるた

めに活動しました。具体的には、初年度の活

動に更なる魅力の厚みを持たせスポットを整

理し、長崎・野母半島を観光ルートとして確

立し、観光客誘致につなげ地域活性化のきっ

かけを作ることを期待しています。 

長崎市南部エリアは、各町（旧町）単体で

の紹介はあっても、長崎半島全域での観光開

発はされていません。イタリアや伊豆のよう

に半島として長崎観光をとらえ観光客の方が

長期滞在や、リピートするなど、たくさん楽

しんでもらいたい。そしてスポットを訪れる

楽しみとして地域の物産売上に繋がることも

期待を込めています。 

東京塾としての利点は、地理的な情報集約

力の高さと、センスの豊富さを生かせる事で

す。東京にいると、他所には無い地域独自の

隠れた魅力があるにも関わらず、見過ごされ

て勿体ないと感じることも多々あります。東

京塾は、外から俯瞰して見ることで、地元に

はわからない別の視点で長崎の魅力を引き出

す事ができ、その一方で、地元ゆえの事情に

も理解できる私たちであれば、調整役ができ

ると考えています。何気ない普段の町中には、

歴史文化、食、工芸品など、長崎ならでは風

情を感じられる魅力があることを長崎の方に

も改めて知ってもらう事も狙っています。 

地元の皆さまが、何かしら気付き、次の動

きに繋がるきっかけつくりを増やしたいと考

えています。 

■■ 塾塾のの研研究究・・活活動動内内容容 ■■

先ずは、長崎・野母半島を知ってもらうよ

うに都内での露出を増やすことにしました。 

それには、情報発信と協力依頼に動きました。 

① 長崎・野母半島観光を商品化へ繋げる。 

② 長崎・野母半島の物産品の掘りおこしや新

商品開発 

・地域ならではの食や民芸品、工芸品など掘

り起こし情報整理する。 

・いまある物産や自生物など、ゆかりの物な

ど情報発信していく。 

・行政機関と協力しながら地域の特性や生産

能力の可能性など方法を探る。 

これらを軸に据えて活動を進めてきました。

主にイベントや紹介セミナーへ参加しました。  

■■ 塾塾活活動動のの成成果果 ■■

① 長崎・野母半島観光を商品化へ繋げる 

・長崎個人タクシー協会様が参画 

・体験型の企画、商品化（蚊焼鍛治包丁） 

・クルーズ船の長崎寄港時の観光地として視

察団が訪崎及び商談会案内に繋げた。 

② 長崎・野母半島の物産品の掘りおこし 

・全国物産展やイベントへ「長崎・野母半島」

として参加した 

・商品を知ってもらうよう特徴やセールスポ

イントを引出し、パッケージの表示について

企画し、販売したところ即完売。 

これらから大きな波及効果もあった 

・民間イベントへ招待された。 

・協力してくれた地元業者さんに新しい取引

先ができた。ネット注文が増えた。 

等、嬉しい反響もあっています。 

また塾の提案を気に入られた事業者様が、

既存製品のパッケージ変更に塾の企画を採用

し製品化されました。 
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長崎・野母半島パワースポット発信塾 活動報告書

日日 時時 場場 所所 内内 容容

令令和和元元年年

月 日 火 長崎歴史文化博物館 長崎伝習所「塾」開所式、第 回 塾会議

月 日（木）～ 日 金 東京ガーデンテラス紀尾井 第 回 ご当地自慢フェア（長崎代表）

月 日（日） 朝長クリニック 年度 第１回塾。開所式報告

月 日（金） 神保町ブックセンター 神保町 歴女集うローカルフーズフェアへ参加

月 日（日） 朝長クリニック 第 回塾。麻布十番祭りの打合せ

月 日 火 ～ 日 土 長崎市内 各所 長崎市 観光化 物産関連の協力依頼。開拓。

月 日 日 ～ 日 月 都内 塾生宅 麻布十番『おらが国物産展』出店に係る準備

月 日 土 ～ 日 日 麻布十番 商店街 麻布十番『おらが国物産展』出店

月 日 土 ～ 日 火 長崎市内 各所 長崎市 観光化、物産関連の協力依頼

月 日（土） 大宮 ５スタジアム ファーレン長崎戦、南島原と協同イベント参加

月 日（火）～ 日（月） 都内 各所 長崎港クルーズ客船受入委員会への資料提供等

月 日（火） 汐留タワー内 アジズ室 福岡・観光企業（団体）へ塾生と共にプレゼン

月 日（日） 朝長クリニック 第 回 定例塾

月 日（土） 東京都内 カフェ 物産品のパッケージデザインやアイデア打合せ

月 （木）～ 日 金 都内 塾生宅 長崎 展の材料準備、打合せ

月 日（日） 朝長クリニック 第 回 定例塾 および 打合せ

月 日（土） 塾生自宅 野母半島物産のシール貼り（成果物）

月 日（日） 三軒茶屋ふれあい広場 長﨑 展・野母半島のパネル展示・物産販売

月 日 木 ～

１月 日（土）
長崎市内 各所 長崎市 観光化、物産関連の協力依頼

令令和和２２年年

月 日（日） 朝長クリニック 第 回 三軒茶屋 長﨑 展イベント実施報告

月 日（水） 高円寺パンディット 誰も知らない秘境紹介にプレゼンターで参加

月 日（月） 西日暮里駅近くのｶﾌｪ 駅周辺交流事業への出展依頼の打合せ

月 日（土） 西日暮里駅スクランブル 第 回 長﨑野母半島の紹介・物産販売

月 日（土） 西日暮里駅スクランブル 第 回 長﨑野母半島の紹介・物産販売

月 日（土）～ 日（火） 西日暮里駅スクランブル 第 回 月 日のイベント中止 展示のみ
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11.. 東東京京ででのの塾塾活活動動報報告告    

  長崎・野母半島パワースポット発信塾の２

年目の塾活動は、1 年目で纏
まと

めた長崎市南部

の観光スポットや、物産品をもとに露出する

機会を増やし、認知度をあげるために活動し

ました。 

 

塾目標として、2つの柱をたてました。 

①① 長長崎崎野野母母半半島島観観光光をを商商品品化化へへ繋繋げげるる。。  

 観光コースの企画案があっても、私たちが

実際に販売や案内することはできないので、

観光本業の方へ野母半島の魅力を伝え、商品

化採用に繋げる為の動きをとりました。 

②② 長長崎崎野野母母半半島島のの物物産産品品のの掘掘りりおおここしし・・新新

商商品品のの開開発発  

 仮説として長崎にもともとありながらも、

それが、地域独自の地産品として知られてい

ない物が多くあると考え、いくつかに着目し

注力してみました。それには東京塾ゆえの視

点を活かし、物産品の特徴をしらべなおし、

表現されていないなら表示方法を探り、パッ

ケージやディスプレイを試し、店頭に並べ販

売してみました。 

一年を通し動いた結果、私たちなりの成果を

得て、長崎野母半島の課題と可能性をみつけ

たので、活動報告と共に後述します。 

 

22.. 活活動動情情報報  

  1 年目で製作したパンフレットをもとに２

年目は、長崎市南部に埋もれているスポット、

物産品の紹介へ動きました。 

 手にとり写真など見られ、形のある資料が

あるだけで紹介がかなりやりやすく、２年目

は、実に７拠点の大型イベントへ参加するこ

ととなりました。定例塾を含め活動は 30 回

以上と頑張りました。かなり多忙となりまし

たが、この露出となったのは、皆で頑張った

おかげで、少しずつ「長崎野母半島」を知っ

てもらえつつあり興味も持っていただけてい

るという手応えも感じています。 

33.. 具具体体的的活活動動のの紹紹介介  

II.. 全全国国地地方方物物産産紹紹介介展展等等イイベベンントト参参加加  

 年初は、長崎市東京事務所の皆さまに

誘っていただき、長崎市南部の物産品を

全国の地方物産展に長崎市代表として、

紹介させてもらう機会を得ることができ

ました。 

 

 最初は、例年開催の全国北から南まで

27 の中核市東京事務所が自慢の地元産

品を販売するフェアへ長崎市代表として、

野母半島特産の「からすみ」を紹介しま

した。高級食材であるゆえ、なかなか食

べる機会がないことや、若年層にも食べ

てほしいと考え、茂木の生産業者（藤井

からすみ様）より提供協力を得て、小分

けされ個別包装されて食べやすいからす

みスライスを販売することとしました。 

塾では、事前にからすみを調べると、 

・チーズと同じ乳酸菌食品。 

・動物由来のチーズと違い魚由来。 

・肉由来より良い気がすること 

・ワインのお供、パスタ利用に良い 

製品の魅力が伝われば、からすみをもう

少し身近に感じてもらえるのではと考え、

「海のチーズ」というキャッチコピーを
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全面に出して案内してみました。 

欧州の食べ物が、唐（中国）を経て長

崎へ伝わり、当時のお殿様がその黒さか

ら高級な唐の墨に似て珍味だったことで、

カラスミ（唐墨）という名前の由来も紹

介すると長崎らしい異国からの雰囲気も

味わえると伝えてみたところ、多くの方

に興味を持ってもらえ、中高年層は即買

い、若年層も買っていかれました。特に

若年層には台湾製からすみが既に有名で、

長崎が本場ということを知り、買ってい

く方もいました。全 250 個が早々に完

売し、全出展県のなか売上 2位の快挙を

成し遂げました。 

 

 この流れで、夏には麻布十番まつりへ

参加しました。このイベントは国内自慢

の郷土料理が立ち並び、例年 4４万人以

上の人が来る日本で一番賑やかなまつり

です。ここに長崎市代表で出展しました。 

 長崎・野母半島と表示し、隠元禅師等

が最初に伝授したと言われる「長崎のご

まとうふ」（野母崎の観月様）、「からすみ」

（藤井からすみ様）そして「ゆうこうサ

ワー」を関連業者さんに出品してもらい、

異国からきた長崎の品を連想できるよう

販売してみたところ早く完売しました。

２日間行われましたが、１日目で買われ

美味しかったと、再度、買いに来てくれ

た方も数名いました。 

 その後、インターネットや電話で東京

の方から注文が入るようになった事や、

この時、からすみの売れ行きを見ていた

飲食店オーナー様より、都内全店舗で同

様に出したいと連絡があり、注文が増え

ました。と、嬉しい報告も受けました。  

 

 

 また、JR 山手線上の西日暮里駅の構内建

物にて、長崎・野母半島のスポットと物産品

紹介をさせていただく機会も得ました。これ

は後半、駅の再開発事業の企業より興味を持

っていただき、塾生が繋いでくれました。民

間から興味を持たれたことは、とても喜ばし

く、小さいスペースながらも野母半島の写真

パネルを並べ、机にパンフレットとチヤーめ

ん（高浜・熊製麺様）を並べ販売してみたと

ころ、多くの方が地理、歴史、自然に長崎の

皿うどん麺の特徴に興味をもたれ、毎回完売

し、リピーターも数名でき、直接電話注文し

て購入された方もおり、販売へ繋がったこと

は嬉しくおもっています。 

何度も露出する機会をつくることで、長崎

南部の観光案内や物産品販売は伸びるチャン

スがあるといえます。 
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IIII.. 長長崎崎市市内内企企業業やや団団体体のの協協力力・・連連携携  

 それまでスポットの洗い出しした際に、良

い場所は多いのですが、宿泊先、食事処、休

憩、ガイドなど多くが不足しています。観光

化に繋げたくても、地元に受入体制がなけれ

ば難しい話です。そのため、地元の皆さまに

は協力・連携、情報共有依頼の勧誘挨拶へ周

ることにしました。 

 それには長崎出身の塾生の誰かが帰省する

機会に時間を作ったり、長崎出身ではない方

には案内状を発送したり、地元にいる塾生へ

動いてもらうなどして、地場企業、商工団体、

行政機関等へ訪問しました。皆さん、パンフ

レットを渡すとこんなスポット知らなかった

と興味を示され、長崎市南部をなんとかした

いと考えているよ。と、力強い声を聴くこと

も多くありました。多くの協力快諾を得まし

た。またこちらが調べきれていない未知の興

味深いスポットを紹介いただくなど、少しず

つですが、南部の皆さまからの自発的な動き

も感じていますので嬉しく、今後に期待して

います。 

 

IIIIII.. 観観光光商商品品化化へへ繋繋げげるる活活動動  

 長崎・野母半島は範囲が広く、周遊するに

は公共交通機関は本数が限られて不便です。

あまり多くは行けません。スポットによって

は、道中に細道があるなど、課題が山積みで

した。 

 そんななか、今回、長崎個人タクシー協会

さんが、協力していただける事となりました。

個人タクシーの運転手の方は、ベテランのド

ライバーのため安心です。タクシー利用は、

1 台を貸し切り料金も定額なので、レンタカ

ーや観光バスでは味わうことができない特別

な時間を過ごすこともできます。これは今の

旅行者のスタイルにも合っているので、嬉し

い話です。 

 また、近年人気の体験型旅行として、伝統

の蚊焼鍛治（山口鍛治工業様）で、「包丁つく

り鍛治体験」を実施できると承諾を得ました。

この体験にスポット巡りを組み合わせた観光

コースを企画し、個人タクシー協会さんが全

て引受をしていただくように決まりました。                           

 

形になったのは、とても大きな前進です。 

現在、予約方法など整備を進めており、東

京の長崎県サテライト施設「日本橋長崎館」

にはチラシを設置し、今後紹介してもらう予

定です。日本橋長崎館の方からは、長崎ファ

ンの方も多く、違う長崎を知りたい方も多い

と聞いていますので、今後に期待し積極的に

薦めていくつもりです。 

豪華客船の長崎寄港の誘致に新たな長崎観

光先の情報提供を行うため、長崎港クルーズ

客船受入委員会を通して、東京から企業の担

当者が来崎し視察する運びで野母半島の観光

スポットへ誘導し案内へ繋げました。視察さ

れたのは、日本クルーズ客船株式会社（船名・

パシフィックビーナス）です。主に日本人を

対象として国内観光がメインに就航している

大型客船を持つ企業です。これには、長崎史

－ －77



談会副会長の村崎春樹先生、深堀地区まちづ

くり推進協議会の西清様、観音寺、正瑞寺の

各ご住職にガイドや解説にご協力いただき、

脇岬のごま豆腐（観月）、深堀の蒲鉾（岩崎水

産）にて食されました。短時間ではありまし

たが、担当の方は多くの観光地を見ているプ

ロで、貴重な視察意見をいただきました。 

・歴史的には興味深いがマニアックで歴史好

き向け、少人数のツアーとなる可能性 

・港から一時間内の移動できるのであればア

クセスは悪くない。 

・ツアーとして実施するのであれば、どのよ

うに PRしていくかが重要。 

・村崎先生(長崎史談会)のような地元の歴史

に詳しい方による事前レクチャーを受け、内

容を知ってツアーに参加するなど。 

・タクシープランは良いが、案内がドライバ

ーによって差が出てくる懸念がある。 

・野母地区であれば、軍艦島が一つの売り。 

・再来年にオープン予定の恐竜博物館は、 

クルーズ客には年齢的に厳しい。福井にある

恐竜博物館もツアーとして販売しているが、 

あまり売れない。 

これらから、アクセスもよく長崎出島がで

きる前からある深い歴史を解りやすく伝える

ようことで興味をもってもらえること。ガイ

ド育成し、整備を行うことで、課題は山ほど

ありますが、観光客を誘致できる可能性も見

えました。また、東京で豪華客船の商談会が

あり、これにも蚊焼包丁体験ツアーのお知ら

せもしていただいた所、外国人観光客など興

味持っている人も多いことも聞くことができ

ました。プロの意見を受けることができた事

は、とても貴重です。今後に繋げたいと思い

ます。 

 

IIVV.. 首首都都圏圏のの長長崎崎県県ゆゆかかりりのの連連携携・・協協動動  

 関東には、東京を中心に長崎出身者もしく

は、なにかしら長崎にゆかりのある方が多く

います。塾として、長崎県内関連のイベント

へも協力もしています。 

例えば、南島原市出身の塾生が素麺 PR の

イベントを企画し、これに塾も協働で参加し

ました。９月に埼玉県大宮市のNACK５スタ

ジアムにVファーレン長崎が対戦へ来ました。

その際、湯がいた素麺を大宮アルディージャ

（埼玉）側で先方ファンへ配布しました。心

では長崎Vファーレンをしっかり応援しつつ

も、あえて埼玉側のファンへ配ることで、長

崎を広く知ってもらうこと。カステラ・ちゃ

んぽんだけではなく、長崎には美味しく魅力

的な物産品が多くあることを知ってもらうア

ピールのためです。約 5000人分の素麺を作

り配布しました。会場には当時 Vファーレン

長崎の代表であった元高田明社長も労いにか

けつけていただき、私たち塾生も長崎・野母

半島のパンフレットも配布 PR しつつ、イベ

ントを盛り上げました。大盛況でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

－ －78



今後も、東京で長崎ファンと「勝手に長崎

応援隊」の輪をつくって行こうと思います。

長崎県全体への見方が拡がれば、塾として本

望です。 

 

VV.. 物物産産品品のの掘掘起起ししととププロロモモーーシショョンン  

 長崎・野母半島を知ってもらうには、観

光と並行して魅力ある物産品を知ってもら

うことも不可欠です。今回、塾では長崎市

南部にある物産品に力を入れ調べ、掘起し

や情報の整理に取りかかりました。まず定

例塾で業者さんと物産リスト共有し、長崎

市南部の特徴を探ることにしました。 

長崎市南部には、代々継承してきた家族

経営のお店や会社ばかりです。長崎では珍

しい事ではないですが、東京の感覚では、

50年間以上継承されていれば、老舗扱いで

す。祖父の代から３世代継承して、気がつ

けば、１００年を超える事業所も多くあり

ます。もう立派な老舗です。それに異国と

の交流が行われてきた歴史が深い長崎とい

うブランド力もあります。これは他県から

見るととても羨ましい事だと思います。先

ず、商品説明に加える。もしくは連想させ

るだけでも、他の地方物産物とは立ち位置

が違います。それだけ長崎は恵まれている

と皆さんには認識してほしいところです。 

また、機械化されているとはいえ、作業

工程や仕上げには職人の手を加えていると

ころも多くありました。地味に見えるこの

作業こそ、丁寧なつくり方をしているとい

う好印象もあります。残念ながら多くの製

品が、これら強みとして認識していないの

か一切謡われることなく、製品名のみが表

示されていました。前提に買ってもらう対

象が、市内既知の方向けとなっているので

はないかと思われます。これでは、首都圏

で紹介するには、口頭で説明する必要があ

り、僅かな方へしか知ってもらえません。

私たちは、パッと商品を見て、先ず手に取

ってもらえるよう伝えたいと考え模索しま

した。 

１２月に長崎 PR 展が開催されるにあた

り、長崎・野母半島の物産品の魅力を伝え

たいと思い、試験的にいくつか業者さんへ

ご理解を得て、塾なりの売り方をさせてい

ただくことを了解いただきました。但し既

存製品の姿を極端に変えることは避け、コ

ストもできるだけかけず、試行錯誤しなが

ら、パッケージに少しだけ装飾することで

販売してみました。結果は、全商品早期に

完売。塾で試した内容は、以下の通りです。 

 

AA）） 恵恵みみののみみそそ（（香香焼焼・・恵恵みみのの会会））  

  香焼地区に昔からクリスチャン系家庭に

代々伝えられてきた製法の手作り味噌。本

来は、教会のバザー時のみ販売していた所、

評判が良く製品化されて道の駅等で販売し

ています。町内の年配のご婦人方が手作り

で作っています。国内産大豆を崎戸町産天

然塩で発酵させ、仕上げの特徴として香焼

の海からの爽やかな風にそよぎながら天日

干しで、自然の恵みを沢山浴び甘味を凝縮

させた味噌です。長崎の古くから生活のな

かにクリスチャン信仰が秘密裏に引き継が

れてきたイメージをも彷彿させます。 

しかしながら、どこにも何もパッケージ

には書かれておらず、今回これら説明と控

えめに連想つくようなラベルを作り表示し

てみたところ、多くの方が興味をもち直ぐ

に買っていかれました。この味噌は、３種

類４０個は一番早く完売しました。 

－ －79



   

 （左：既存商品 右：塾でパッケージ製作） 

  

BB）） チチヤヤーーめめんん（（高高浜浜・・熊熊製製麺麺））  

「チヤーめん」とは皿うどん麺のことで

す。東京では、中華麺として知られていま

す。関東は麺類の食べ物は常に人気です。

しかし皿うどんを自宅で作って食べるかと

いうとあまり馴染みがありません。長崎人

としては、ちゃんぽんより皿うどんは簡単

に作れるため、各家庭の味にレパートリー

として入れて欲しいと思います。材料は野

菜と肉、好みにより魚介類を軽く炒め、水

に溶いた片栗粉でとろみをつけた餡を麺の

上に乗せるだけ。麺には餡かけになる味付

きスープも付いています。最近はカット野

菜もコンビニに売っているので、誰でも簡

単に自炊ができます。 

長崎の麺と中華麺と違いは、唐灰汁（と

うあく）という長崎独自の麺のつなぎ成分

が使われています。唐灰汁の製造には特殊

免許が必要で、長崎でも限られた３件の製

造所でしか作られていません。名前の由来

は唐（中国）の秘伝の味付けと言われてい

ます。唐灰汁は麺から出汁が具材へ浸り、

具材の野菜本来の味も麺に浸りやすいとい

う特徴があり、とても美味しく、これが長

崎麺の極意と考えていますが、麺やマニア

にしか知られておらず、製品にも材料名に

唐灰汁と小さくしか書いていません。 

また、熊製麺さんも昭和３３年から創業

している老舗で、大手中華料理屋や学校給

食、大手企業の社食に使われているなどプ

ロが認める製麺屋さんの製品です。 

「麺」の魅力を知ってもらいたく、こち

らもパッケージに説明をつけてみました。 

 簡単で美味しく野菜もとれるので、野菜嫌

いのお子さんが食べるようになる事も伝え

ました。麺通が多い東京の方は１人で複数

買っていかれました。こちらも１００個が

早々に完売しました。 

  

 （左：既存商品 右：塾でパッケージ製作） 

 

CC）） 長長崎崎かかんんぼぼここ（（深深堀堀・・岩岩崎崎蒲蒲鉾鉾））  

  長崎で蒲鉾といえば、少し外側は茶味が

かり中は白い揚げ蒲鉾のイメージが一番に

きます。関東というか、長崎以外の人は蒲

鉾といえば、板付き蒲鉾のイメージがある

ため、皆、目の前に長崎の蒲鉾を見せると

どうやって食べれば良いのか質問がよくあ

ります。こちらで見る他地区の蒲鉾は綺麗

で上品で美味しいですが、醤油やわさびな

ど味付けが必要で、魚の味がもう少し欲し

いと感じることも良くあります。 

調べてみると長崎の蒲鉾は、魚の割合が

多く、全てではないでしょうが、概ね他の

蒲鉾は小麦粉の割合が多いことがわかりま

した。例えば、東京では鍋は、味噌やチゲ

で味付けされた蒲鉾を食べます。一方で、
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長崎での鍋は、蒲鉾から出汁が出て深い味

がします。どこちらも好みやその時々で良

いと思いますが、蒲鉾のとらえ方の違いが

伝わっていません。長崎の蒲鉾は味がつい

ているので、そのまま何も付けなく食べる

ことができます。 

今回、ご協力いただいた岩崎蒲鉾さんの

蒲鉾は、ほぼ澱粉と魚が原料。しかも深堀

で創業明治３５年（1902）から約１１５

年続く老舗。蒲鉾を作るすり鉢は、昔なら

ながらの石臼を使っていました。製品の中

には、アジとイワシのみで繋ぎを使わず、

坐りという工程は、特殊な職人技がないと

できない特別な物もあり、過去に水産庁長

官賞を取っていながらも表示が控えめでし

た。 

これだけ多くの特徴が埋もれてしまって

おり、美味しさが伝わってこなかったので、

塾では製品上部に特徴を記載したシールを

作り販売してみたところ、多くの方が買っ

ていかれました。特に他の製品に比べお客

さまには年配の男性が多くおられました。 

 全４種類、１５０個が完売しました。 

 

 

（右：塾でパッケージ 左：既存商品） 

 

（左：塾でパッケージ製作 右：既存商品） 

職人のみが作れること。水産省長官賞受賞バ

ッジをつけて目立たせました。  

  

DD）） 一一○○香香とと種種付付びびわわゼゼリリーー  

（（茂茂木木・・茂茂木木一一○○香香本本舗舗））  

  弘化元年(1844年)に創業、中が空洞の 

中国由来のお菓子と、種まで食べられるリア

ルな茂木ビワのゼリーを紹介しました。中国

の食べものに影響されたことが一番わかりや

すい長崎らしいお菓子の印象を持っていただ

きました。 

   

EE）） かかららすすみみススラライイスス  

（（茂茂木木・・藤藤井井かかららすすみみ））  

前述したとおり、海のチーズ。中国由来の

名前をだしました。言わずとも大人気で即完

売しました。 

 

FF）） ごごまま豆豆腐腐（（脇脇岬岬・・観観月月））  

中国から隠元禅師一行が持ちこみ伝授した

と言われています。京都のごま豆腐と違う長

崎らしい食品で、今回はイベント会場に当日

遅れて到着しましたが、待っている方が数名

いたり、塾にも問い合わせが先に入るなど、

今までのイベントで食された方がリピーター
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となっていた方も見受けられ、あまり説明な

くとも早々に完売しました。 

今回、A)～C)をメインに装飾は注力し、D）

は有名ながら、中国由来で日本生まれという

歴史を感じるよう強く打ち出してみました。

E)と、F)は、露出が増えたことで、徐々に認

知されてきた感触があります。 

長崎独自の特徴を整理し、歴史ロマンやド

ラマを連想させることを意識した方が、より

地域性を感じさせられると言えます。 

普段からあたりまえすぎて、見過ごされが

ちですが、地道に継承されている味や形が、

実は他にはない特徴であり、売りとなる強み

が埋もれていることが解ってきました。それ

らが首都圏では、興味を持たれます。もっと

詳しく掘り下げ、解りやすい言葉（キャッチ

コピーなど）で伝えられれば、魅力が沢山み

つかるのではないだろうかと思われます。 

 

VVII.. 成成果果ののままととめめ  

目標① 長崎・野母半島観光を商品化へ繋げ

る。 

・観光個人タクシー協会の協力により  

タクシー周遊で観光が可能。 

・伝統鍛治の体験型と周遊ツアーの商品化 

（個人タクシー利用） 

・クルーズ船企業の視察に繋げた 

課題はあるが評価も得ており、今後の整備

により期待できる。 

 

目標② 長崎・野母半島の物産品の掘おこし   

・素材を他県と比較検証し特徴を探った。 

・ルーツを探り埋もれている特徴に焦点をあ

て強みとして表面化して整理した。 

・特徴を解りやすく表示する提案 

 

これら流れから、熊製麺さんのチヤー麺のパ

ッケージ変更の希望があり、塾で提案したこ

とが採用されました。とても光栄なことで嬉

しいです。これも塾の成果と報告させていた

だいてます。 

 旧プリント

NEW！ 

 

VVIIII.. 塾塾生生のの感感想想  

●長崎・野母半島パワースポット発信塾に 

参加して 

 中村塾長に塾へのお誘いを受けたのは、同じ

く在京塾の塾長をしている時でした。 

私が主催した塾は、塾生の皆さんがご家族

や友人等、身近な方々を少しでも多くお連れ

して長崎の活性化に繋げようと『長崎案内人』

としての知識を蓄える為に講習会やセミナー
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を開催しました。 

その講師として、中村塾長・塾生の皆さん

に来て頂き、長崎市南部にある魅力的なスポ

ットを沢山ご紹介頂きました。 

長崎観光というと市内が多く、講習会に参

加された皆さんからは、こんなに近くに素晴

らしいスポットが有ることを全く知らなかっ

た。是非、次回は行ってみたいと口々におっ

しゃっていました。 

長崎・野母半島パワースポット発信塾で、

ツアーが出来たら、皆さんをお誘いしようと

今から楽しみでなりません。 

又、この二年間で地域の物産をイベントで

販売してみたり、色々な PR のお手伝いをさ

せて頂いた事は私にとっても大きなパワーと

なりました。ありがとうございました。 

これからも、より多くの方々に野母半島の

魅力を伝えるお手伝いを、微力ながらしたい

と思っております  

高山 美枝子 

●長崎・野母半島パワースポット塾 

2年目の活動を終えて                            

昨年度に作成させていただきました、パンフ

レットやパネル等も好評との事で、大変嬉し

く、個人的にも同窓会や仕事関係、（塾以外で

も）イベントのお手伝いなどの際に出会った

方々にパンフレットをお渡しして、野母半島

の魅力をお話しすることができました。 

9月と1月には実際に自分自身も野母を再

訪して夫婦岩や善長谷教会からの眺望の素晴

らしさを再確認し、岩崎蒲鉾さんや熊製麺さ

んから直接お話を伺うこともでき、「つなぎ」

を最小限にして作る美味しい「かんぼこ」、長

崎でも貴重な唐灰汁を使った「チヤーめん」

のお話など、とても興味深く、皆さんに知っ

てほしいと再認識いたしました。 

引き続き、まだまだ奥深い野母半島の魅力

を知るとともに、PR・周知のお手伝いができ

れば嬉しく思います。 

             中尾 和美 

●長崎の物産品を食して 

私は、関西出身で塾長と友人ということで、

塾活動に参加させていただいています。あま

り長崎のことは詳しくないので、観光客の感

覚で感想を述べたり、国内外への情報発信を

する仕事を活かしアイデアやトレンド情報を

お伝えする役目が多いです。 

今回、「チヤーめん」を JR駅の西日暮里ス

クランブル BOOK APARTMENTのイベン

トで初めて手に取りました。2 袋購入し、帰

宅したその日に早速調理したのですが、初め

てでも失敗することなく簡単に作れる上に、

とてもおいしかったです。 

味はもちろんですが、中学校の修学旅行で

長崎を訪れた際にいただいた皿うどんの印象

とは全く違う麺の細さと、サクサクの食感が

やみつきになりそうです。実際に 1週間もあ

けずに残り1袋も皿うどんを作りいただきま

した。 

すっかりファンになり、勤務先の近くの日

本橋長崎館へ立ち寄りましたが、残念ながら

熊製麺のチヤーめんの取り扱いはありません

でした。次回、また都内で行われる催事会等

でチヤーめんの取り扱いがあれば、多めに購

入したいと考えているほどです。 

長崎のおいしいものについて、もっと知り

たくなったのと同時に、東京都心でもっと身

近に入手できるようになると嬉しいです。 

今後、塾の活動で長崎の魅力的な物産品がも

っと拡がっていくことを楽しみに期待します。 

八杉裕美子 
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VVIIIIII..   最最後後にに。。  

丁度、本年度には消費税の増税となりまし

た。今回の参加企業さんには、仕入材料も高

騰しているので、全く儲けがでないので値段

の見直しをしたいが、買わなくなるので１０

円も上げきれないという声がよく聞こえてき

ました。 

東京では、高いと思っても、それが材料代

やコストが含まれているのは当然であり、適

正価格とあれば、消費者は高くても惜しまず

支払います。安いから売れる。ではありませ

ん。また、何でも東京では高く売れると勘違

いしてしまいがちですが、逆に価値を見いだ

せなければ全く見向きもされず、コストもか

かり負担が増えるぶん厳しいです。 

今回は、特に物産品を見直してみると、材

料や作り方など、どれも贅沢に思えてきまし

た。歴史的背景を感じさせられ、長い間、継

承されてきた技術や地域性が十分に感じられ

るものが含まれているものが多く、楽しめる

と思います。特に中国色が強く長崎だからこ

その説得力もあり、面白いです。他にもキリ

シタンや欧米からの影響も交わり、独特さが

あります。 

特徴を掘り下げ、わかりすく。正しく。伝

えられれば、長崎内だけではなく、首都圏へ

の今までとは違う客層へアプローチができ、

適正価格で展開することも可能となるのでは

ないでしょうか。 

今回は、東京塾として長崎外から見た視線

やセンスを活かしました。塾生は、長崎出身

やゆかりのない方もおり、貴重な意見を得る

ことも多々あります。長崎では思いもつかな

いことにも気付かされています。私たち東京

塾は、首都圏にいるからこその情報収集、発

信力、ニーズをつかむ強みがあるので、地元

の皆さまが何か探りたいときには、私たち東

京塾を思いだして、声をかけていただけたら

と思います。 

大事なのは、特性を探り自覚するのは当事

者のみならず、行政や地域全体が共有し認識

したうえで、必要とされる次への動きや支援

に活かせたらと考えます。 

これらを一考察としていただけたら本望で

す。 

長崎訪問時、今回取り上げきれなかった魅

力的なスポットや、物産品がまだまだありま

した。次回に繋げていきたいと考えています。 

最後に、ご多忙ななか、ご協力いただいた

皆さまには本当に感謝しております。心から

今後の長崎市南部のみならず、長崎全部の可

能性が拡がっていくことを願い、東京で応援

していきます。   

以上  

塾長 中村奈美 
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